
2.令和３年度事業全体概要報告

2022.02.28 第３回事業検討委員会

農業機械研究部門

(農機API共通化コンソーシアム事務局)



⚫ 様々な農機の稼働データを営農管理ソフトで一元管理・
分析することは、データ駆動型農業の実施には必要

✓同じ機種で同じようなデータを取得していても 、メーカー間にデータ互換性

がなく、農機メーカーの純正ソフトでしかデータが取得できない

✓農機メーカーの営農管理ソフトだけでは多様な営農活動を記録・管理できず、

農業者は複数のソフトを利用せざるを得ない

農林水産省政策目標：2025年までに農業の担い手のほぼ全てがデータを活用する農業を実践

→ 日本農業法人協会は農水省に「メーカーの垣根を越えて各種システムを円滑に活用できるよう、データの共有化
を進めるべき」と提言

→ 規制改革推進会議の答申を踏まえ、農水省は2021年2月10日に「農業分野におけるオープンＡＰＩの整備に
向けたガイドライン」を策定

⇒スマ農実証においても多数の生産現場から改善要望

⚫ 欧米では、農機のデータ連携の動きが先行

→ 農水省、業界団体より「欧米の流れに取り残されないよう、農研機構 革新研が農機のオープンＡＰＩ整備を主導し

てほしい」との要望

農業機械のデータ連携 – 背景-
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⚫ 事業の趣旨

農機・機器メーカーやICTベンダー、業界団体、研究機関等が行う農業データの連携・共有

への支援や、農業データ連携基盤（WAGRI）の活用促進によるデータを活用した農業の推進。

⚫ 事業の要件

農機・機器メーカーやICTベンダー、業界団体、

研究機関等が行う、農業データを連携・共有す

るための

• 協調データ項目の特定・拡大、データ形式の標準化

• APIの標準的な仕様の整備、接続検証

• データの利用権限等の取扱ルールの策定

等の環境整備の支援。

農林水産省補助事業：「農林水産データ管理・活用基盤強化」

→農業データ連携・共有のための環境整備
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内閣官房 新型コロナウイルス感染症対策 https://corona.go.jp/dashboard/

本事業で参考にすべき データ利活用例 と 将来像
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コンソーシアム体制

農機API共通化コンソーシアム

代表機関：農研機構
農業機械研究部門
農業情報研究センター
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代表機関業務支援
（デロイトトーマツコンサルティング）

外部有識者（学識経験者、生産者）12名

WG1～3構成員 7名
（業界団体、ITCベンダー）

農研機構関係者等 12名
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事業検討委員会の開催状況

第１回 第２回

R3年５月 R３年１０月

キックオフ 中間とりまとめ

１．事業骨子・事業実施計画書・
採択結果

２．コンソーシアム体制と規約
３．事業検討委員会の運営骨子及び

年度計画
４．各ＷＧ等の全体計画

１．各WGの進捗状況の報告
✓ 協調データ項目の協議・
特定結果の報告

✓ データ形式およびAPIの標準
仕様案の提示

✓ 接続検証方法の協議

２．海外先行事例などの調査報告

３．公開シンポジウムの議事案協議



メーカ間のブランドの壁を越える

WAGRIを介した接続検証により

営農管理システムで機械データを

一元管理できることを実証する
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農機メーカとICTベンダー（N:Nの関係）の円滑な契約手続きを支援する

農機メーカー、 ICTベンダーの双

方に必要なAPIの接続検証要件を

整理する

農機メーカー・ICTベンダー間の

API利用規約に盛り込むべき条文

例を整理する
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農機メーカのデータ連携の
ビジネス展望を確認する

運用基準策定後のオープンAPI整

備やWAGRI実装計画を設定する

（接続検証に取り組んだ企業対象）
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農機業界全体のデータ連携の機運を高める

農機業界全体の普及・啓発を目的とした無料シンポジウムを開催する

事業の成果目標一覧
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農機メーカのデータ連携のハードルを下げる
対応機種・データ項目を増やす

農機の協調データ項目を特定する 農機毎のAPIの標準仕様案を示す1 2

7

企業の経営戦略にも関わる
秘匿性の高い情報であり、
本日は協議しない

協調領域 競争領域

データの使われ方
↓

必要な機能
↓

データ項目、
語彙・単位 etc

標準API



社会実装の流れ（一例） と成果目標の位置付け

農機メーカ
API提供事業者

ICTベンダー
API利用事業者

農業者
エンドユーザー

API公開

利用申請

審査・協議

利用規約提示

API利用契約の締結

接続試験

サービスイン

本番環境準備

環境設定

社会実装

利用申請

農機毎の協調データ項目を特定する

農機毎のAPIの標準仕様案を示す２

３ 接続検証により機械データを
一元管理できることを実証する

４

５ API利用規約に盛り込むべき
条文例を整理する

1

APIの接続検証要件を整理する
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農機毎の協調データ項目を特定する

取組の意義

⚫データは公開しても利用されないと価

値を生まない

➢ 同じ機種であれば、農業者が知りた

いデータは、ほとんど同じ

➢ ICTベンダーはメーカ毎に取得可能

な情報が異なると対応できない

⚫結果、農業機械全般のデータ利用価値

の低下・利用の敬遠に繋がる恐れ

概要

⚫ WGの中で各メーカの同一機種で取得可能なデータの棚卸しを行い、協調

可能なデータ項目を決定 (＊内閣府のガイドラインや事業開始以前の取組状況等も

積極的に活用。また、異業種や海外事例調査を行い、その結果も可能な範囲で活用）

➢ ＷＧ１ ほ場農機 ・・・・ 位置情報、作業時間、燃料消費量

➢ WG2 穀物循環式乾燥機 ・・・・ 運転状態、穀物水分 etc

➢ WG3 施設園芸機器 ・・・ 各種環境計測データ

⚫データ項目特定後、提供可能なデータの定義・単位等を協議し、APIの標準

仕様案に反映

1

期待される効果

⚫データ定義の一貫性が確保され、N対

N型であっても農機に関する情報共

有が容易になる。

⚫農機分野での①協調・競争領域の認

識合わせ、②API提供者・利用者の役

割分担に関する基本的考え方で合意

に至った先行事例として、今後の開発

を示す礎となる。
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農機毎のAPIの標準仕様案を示す

取組の意義・目的

⚫農機データ全般の利用しやすさ（アクセ

シビリティ）向上、農機メーカの迅速な

API実装を支援するため、ガイドライン※

記載の開発標準に準拠したAPI電文構

造の標準仕様を策定する。

※令和３年2月10日農林水産省、農業分野における

オープンＡＰＩ整備に関するガイドライン ver1.0

概要

⚫機械データが営農管理ソフトで使われるであろう利用場面（ユースケース）

を想定の上、WG毎にAPIを策定

⚫データの集計・分析等の高度な機能は営農管理ソフト側で行うことを念頭に、

「機械本体と機械の稼働状態に関する情報を受け渡す機能」を念頭に策定

⚫認可はセキュリティに配慮したデファクトスタンダードを採用

⚫本年度末までに、各ＷＧのＡＰＩ標準仕様を策定し、プレスリリースを経て本

コンソーシアムのウェブサイト上に公開予定

⚫当面はコンソ事務局が管理し、内容の追加や見直しの検討に対応

２

期待される効果

⚫ ICTベンダーは、メーカ間の仕様の違い（差

分）を気にせず農機データを利用できるため、

様々な営農情報と農機データを組み合わせた

分析が容易となり、結果、農業者の利便性向

上に繋がる（オープン・イノベーション、ＡＰＩエ

コノミーの発展に寄与）

⚫標準仕様の策定は、仕様の乱立抑制に繋がり、

結果、農業者に価値ある技術（競争領域）を重

点的に研究開発できる環境整備に貢献できる。
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標準化のレベル※

強い

電文仕様の標準化は行わず、デファクトスタンダードの確
立に委ねる方法。

APIのメッセージ上の標準的な項目およびその定義等につ
いてのみ定め、それ以外の仕様は、APIでの連携を目指す
農機メーカとICTベンダーとが互いに協議のうえ任意に拡
張して定めることを前提とする方法。

電文の構造、項目、Value（値）、パラメータを含む、そ
のまま実装しても動作する完全かつ詳細な電文仕様の標準
を定める方法。

※ オープンAPIのあり方に関する検討会報告書
（事務局：一般社団法人 全国銀行協会）を参考に一部改変

弱い



取組の意義・目的

⚫農機メーカーが標準のAPI仕様に即し

た実装を行い、（データ管理体制は各社

固有であっても、）APIにより機種毎に

共通のフォーマットで共通のデータが提

供ができることを実証する

⚫策定した標準APIが、生産現場で活用で

きる機能を備えているかを確認する

概要

⚫農機データに関するWAGRIの利用方法をWAGRI室と協議・決定

⚫農機メーカは、標準API実装に必要な認可サーバーの準備やソフトウェアの

改修作業を実施

⚫農機研は、農機メーカ各社との接続検証に必要な①基本機能、②ユースケー

スを見据えたデータ利用画面を備えた「接続検証アプリ」を開発

⚫データ提供体制が未整備の農機メーカ向け「API提供支援アプリ」を開発。

⚫本日現在も接続検証に向けた準備中（既に複数の企業との間では、基本的

なデータの収受まで実現できることを確認済み）

３

期待される効果

⚫ API公開企業の増加に繋げることが

できる。

⚫ （派生的成果であるが）接続検証で開

発したサンプルコードをAPI標準仕様

に盛り込むことで、標準仕様の使用例

をICTベンダーに示すことができ、

APIが利用しやすくなる。

接続検証により機械データを一元管理できることを実証する
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接続検証アプリの画面(例)



取組の意義

⚫ API提供事業者とAPI利用事業者の間

における安全なデータ連携の実施、及び

API接続後のセキュリティ体制のモニタ

リング実施を支援するため、データの収

受を行う際に双方で確認することが望

ましい項目群を示したひな形と解説書

を作成する。

４

期待される効果

⚫ API提供事業者とAPI利用事業

者において行われるセキュリ

ティ確認やAPI接続後のモニタ

リングにおいて、効率的に安全

なデータ連携を実現することが

できる。

APIの接続検証要件を整理する
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農機メーカ
API提供事業者

ICTベンダー
API利用事業者

API公開

利用申請

審査・協議

利用規約提示
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本番環境準備

環境設定

1
情報・セキュリ
ティ管理態勢

6
システム開発
・運用管理

2 外部委託管理 7
サービスシステム
のセキュリティ
機能

3
API提供事業者・
API利用事業者の
協力体制

8
APIセキュリティ
機能

4
コンピュータ
設備管理

9
API利用
セキュリティ

5 オフィス設備管理 10
APIドキュメント
管理

＜確認項目の区分＞

概要

⚫ API接続チェックリストを先行して作成している銀行業界の成果物をベース

として、一般的なAPI検証の観点を追加することで作成。

⚫ API接続チェックリストは下記資料により構成される。

➢ 解説書：利用目的・方法、確認項目の詳細内容を説明する資料

➢ フォーマット：利用者が確認項目毎に対応状況等を記載する資料

⚫利用者間で必要な項目をカスタマイズの上、契約締結前の確認、また契約締

結後の確認事項に関する定期的なモニタリング等での活用を想定。



５ API利用規約に盛り込むべき条文例を整理する

取組の意義・目的

⚫ APIの公開に当たっては利用申請の手

続等を含むAPI利用規約等を合わせて

公開することが望ましいことから※、

API利用規約のひな形及びその解説（ひ

な形等）を策定する。

※令和３年2月10日農林水産省、農業分野における

オープンＡＰＩ整備に関するガイドライン ver1.0

概要

⚫農機メーカーが準備するAPI利用規約のひな形等を策定

⚫ひな形等の策定においては、農機メーカー、ICTベンダー等へのアンケート

等を踏まえつつ、「令和３年2月10日農林水産省、農業分野におけるオープ

ンＡＰＩ整備に関するガイドライン ver1.0」及び「令和2年3月農林水産省、

農業分野におけるAI・データに関する契約ガイドライン-データ利活用編-」

に沿って、データの利用権限等について整理し、策定

期待される効果

⚫農機メーカーによるAPI利用規約の策定事

務が効率化される。

⚫ ICTベンダーによるAPI利用規約のレ

ビューのポイントの把握が容易になる。

⚫農機メーカー、ICTベンダーのアンケート等

の結果、意見が分かれた点について解説で

触れており、契約の交渉が重要な論点に絞

られる。
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農機業界全体の普及・啓発‐公開シンポジウムｰ

取組の意義

⚫ 農機分野特有の状況を踏まえたデータ

連携の在り方について、異業種の取組、

農機における国際的な取組状況、国内

農業現場の現状・要望等を把握し、

もって関係者の理解醸成およびノウハ

ウの蓄積を図る。

参加者の感想

⚫この分野に関しては、情報や知識がなかった

ので、興味深く拝聴した。

⚫海外（欧米）の現状の情報が得られ、将来の

ビジョンの把握に有効でした。

⚫データのオープン化は企業活動と利益相反

する部分があり、早期進展は難しい。

⚫オープンデータとプライベートデータの境界

領域の扱いについて、農業関連をはじめ今

後明確にしていく必要がある。

7

基調講演及び特別分科会の
視聴者構成

概要

⚫公開シンポジウムは、(一社)農業食料工学会が主催する「テクノフェスタ」

（12月10日開催）と合同で開催（オンライン）

⚫基調講演（視聴者数：249名、座長：澁澤委員長）

‐オープンサイエンスの国際潮流と農業・地域データ連携の将来方向性について

村山泰啓（国立研究開発法人情報通信研究機構 ）

⚫オープンＡＰＩ特別分科会（視聴者数：156名）

-米国におけるデータ駆動型農業

Mr. Ben Craker（Agricultural Data Coalition）

-AgGateway Asiaから見た日本におけるデータを活用した農業の実際

濱田安之（(株)農業情報設計社 代表取締役）

（問）農業においてデータ
連携は今後必要になるか
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